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低空からの空撮画像を利用した宍道湖の突発的な水草の分布拡大状況把握 
 

作野 裕司 1， 國井 秀伸 2， 渡辺 豊 3 
1 広島大学大学院 工学研究院，2 島根大学 汽水域研究センター，３（株）ルーチェサーチ 

連絡先: <sakuno@hiroshima-u.ac.jp> 

 

(1) 動機： 島根県東部に位置する宍道湖は，ヤマトシ

ジミに代表される漁業資源の豊富な汽水の湖であ

る．しかし，近年，アオコの大発生とともに，特に湖

の南岸において水草が 2009 年から突発的に繁茂

し始め，シジミへの影響等が懸念されるようになっ

た．筆者らは，水草が目立ち始めた 2010 年から，

宍道湖岸の全周を対象に有人ヘリによる低空から

の空撮画像を取得し，また本年 7 月には湖岸の一

部において無人ヘリによる低空からの空撮画像を

取得した．本研究は，これら 3 年間の画像を GIS で

統合し，水草の分布拡大の状況を把握することを

目的とした． 

(2) 方法： 対象地域は宍道湖南岸（松江市 JR 玉造温

泉駅北部の湯町鼻沖）で，2010 年，2011 年，2012

年の 3 年間の空撮画像を使って，水草の分布を把

握した．空撮画像の撮影は，2010 年 10 月 7 日と

2011 年 10 月 4 日に撮影高度 1,000ｆｔ（約 305m）

から有人ヘリコプターで行った．また，2012 年 7 月

10 日には撮影高度 100m から無人ヘリコプターで

撮影を行った．本研究ではまず画像解像度を

10cm（UTM画像）にリサンプリングした後，25000分

の 1 地形図情報を基にリモートセンシングソフトウェ

アの PG-STEAMER 上でこれらの画像の位置を合

わせた．その後，比較的明瞭な各パッチの画素数

から水草の面積を算出した． 

(3) 結果： 図１に宍道湖南岸の空撮画像の比較を示

す．2010 年はアオコの発生で緑色の画面が目立つ

が，その中に黒い斑点が 10－20m 程度のギャップ

で複数見られる．これは現地調査で，「オオササエ

ビモ」と呼ばれる沈水植物であることがわかっており，

取得画像範囲内では沖合 300m 程度まで広がって

いる．また 2010 年，2011 年，2012 年の写真を見比

べると，同じ場所に出現しているパッチが多く，ひと

つひとつのパッチの点（円）が，年々大きくなってい

る．これは，この水草が地下茎によって水平的に面

積を広げていることを示唆する．ある平均的な大きさ

のパッチを例にとると，2010 年，2011 年，2012 年に

おいて，それぞれ面積が 2.6 m2，15.0 m2，26.7 m2 と

拡大していた．2011 年の写真の陸側のいくつかの

パッチ，そして 2012 年のほとんどのパッチが褐色に

見えるが，これは現地調査の結果から，水面にまで

達した水草の葉茎上に，糸状藻類のシオグサが絡

まったためのもので，2012 年の写真では隣接する

水草のパッチが水面上で融合しているように見え

る．  
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図 1： 宍道湖南岸の空撮画像の比較（空間解像度 10cm にリサンプリング処理済） 

（対象地域：島根県松江市） 


